
○
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
二
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
百
条
第
一
項
及
び
第
百
十
三
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
五
条

事
業
者
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
受
け
る
等
価
線
量
が
、
眼
の
水

第
五
条

事
業
者
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
受
け
る
等
価
線
量
が
、
眼
の
水

晶
体
に
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
五
年
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び

晶
体
に
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
一
年
間
に
つ
き
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

一
年
間
に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
、
皮
膚
に
受
け
る
も
の
に
つ
い
て

、
皮
膚
に
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
一
年
間
に
つ
き
五
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

は
一
年
間
に
つ
き
五
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
超
え
な
い
よ
う
に

を
、
そ
れ
ぞ
れ
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
線
量
の
測
定
）

（
線
量
の
測
定
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
線
量
当
量
、
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
及
び
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ー
ト
ル
線
量
当
量
及
び
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
（
中
性
子
線
に

ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち
、
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
別
に
応
じ
て
、
放
射

つ
い
て
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
）
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る

線
の
種
類
及
び
そ
の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
に
基
づ
き
、
当
該
外
部
被
ば

。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
部
位
に
放
射
線

く
に
よ
る
線
量
を
算
定
す
る
た
め
に
適
切
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
行

測
定
器
を
装
着
さ
せ
て
行
う
測
定
は
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量

う
も
の
と
す
る
。

に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

（
線
量
の
測
定
結
果
の
確
認
、
記
録
等
）

（
線
量
の
測
定
結
果
の
確
認
、
記
録
等
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

事
業
者
は
、
前
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
又
は
計
算
の

２

事
業
者
は
、
前
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
又
は
計
算
の

結
果
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
を
、
遅

結
果
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
を
、
遅

滞
な
く
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
、
こ
れ
を
記
録
し

滞
な
く
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
、
こ
れ
を
記
録
し

、
こ
れ
を
三
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
記
録
を

、
こ
れ
を
三
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
記
録
を

五
年
間
保
存
し
た
後
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
機
関
に
引
き

五
年
間
保
存
し
た
後
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
機
関
に
引
き

渡
す
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

渡
す
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

人
体
の
組
織
別
の
等
価
線
量
の
三
月
ご
と
及
び
一
年
ご
と
の
合
計
（
眼

五

人
体
の
組
織
別
の
等
価
線
量
の
三
月
ご
と
及
び
一
年
ご
と
の
合
計

の
水
晶
体
に
受
け
た
等
価
線
量
に
あ
つ
て
は
、
三
月
ご
と
、
一
年
ご
と
及



び
五
年
ご
と
の
合
計
）

六

（
略
）

六

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）



様
式
第
二
号
（
表
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



労働保
険番号

女 男 女 男 人 女

計 計

女 男 女 男 人 女

計 計

女 男 女 男 人 女

計 計

女 男 女 男 人 女

計 計

女

検出限界
未満の者

人 人

検出限界
未満の者

人

計

人 人 人

計

人

産
業
医

氏 　　 名                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

所属医療機関の
名称及び所在地

1 検出限界
未満の者

男 人 人

5
50ミリ●
シーベル
トを超え
る者○○

男 人 人

500ミリ
シーベル
トを超え
る者○○計

人 人 人

人

人

人

4

20ミリ●
シーベル
トを超え
50ミリ●
シーベル
ト以下の
者○　○

男 人 人
50ミリ●
シーベル
トを超え
る者○○

人 人

人 人
150ミリ
シーベル
トを超え
500ミリ
シーベル
ト以下の
者○　○

計

人 人

3

５ミリ●
シーベル
トを超え
20ミリ●
シーベル
ト以下の
者○ ○

男 人 人
20ミリ●
シーベル
トを超え
50ミリ●
シーベル
ト以下の
者○　○

人 人
150ミリ
シーベル
ト以下の
者（１を
除く）●

人

計

人 人 人

実効線量による区分 眼の水晶体の等価線量による区分 皮膚の等価線量による区分

2

５ミリ●
シーベル
ト以下の
者（１を
除く）●

男 人 人
20ミリ●
シーベル
ト以下の
者（１を
除く）●

男 女 計

人 人

人

従事労働者数

男 女 計

線
源
の
種
類
　 具体的内容

　　　（            　　　   ）

人 人

人

 有 所 見 者 数
（受診所見の内訳は裏面に
　記入すること。）

事 業 場 の 名 称

事業場の所在地

郵便番号（              ）

 
                                                                                                     電話      （          ）

健康診断実施
機 関 の 名 称
及 び 所 在 地

在籍労働者数                       人

受

診

労

働

者

数

帳票
種別

対

象

年

７：平成               (　月～　月分）（報告　　回目）
９：令和

健 診年 月日 　　　　７：平成
　　　９：令和

事 業 の 種 類

線源コード線源コード線源コード

■
様式第2号（第58条関係）（表面）

電離放射線健康診断結果報告書

標準字体 ■

年 月 日 事業者職氏名

労働基準監督署長殿

■

㊞
受 付 印

ページ 総ページ

／

70308

7 9864 532I0

数字 １～９年は右 １～９月は右 １～９日は右数字 １～９年は右

都道府県 所掌 　　管轄

元号 年
元号 年 月 日



附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
う
ち
、
遮
蔽
そ
の
他
の
適
切
な
放

射
線
防
護
措
置
を
講
じ
て
も
な
お
そ
の
眼
の
水
晶
体
に
受
け
る
等
価
線
量
が
五
年
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る

お
そ
れ
の
あ
る
医
師
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
う
診
療
に
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
を
必
要
と
し
、
か
つ
、
そ
の
た
め
に
後
任

者
を
容
易
に
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
使
用
す
る
事
業
者
に
対
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
離
放
射
線
障
害
防

止
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
同
項
中
「
五
年
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
一
年
間
に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
年
間
に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
対
す
る
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新

規
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
年
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
あ
る
の
は
、
「
三



年
間
に
つ
き
六
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
す
る
。


